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インド浄化作戦､まずはトイレから
すべての寺院の前にトイレを設置へ

インドの公衆トイレは手入れの行き届いていない汚い状態のものが多い（写真：The New York
Times/アフロ）

インドの経済力が高まり、インドのブランド・イメージが上昇するにつれ、日本企
業だけでなく多くの外国人がインドに注目するようになってきました。生活費の安さ
やその歴史や文化も外国人を絶えずインドに惹きつける魅力。しかし、外国人、とく
に日本人の中にはインドに行くことを躊躇する人が多く、その理由はいくつかあると
思います。

8月15日、68回目の独立記念日に、ナレンドラ・モディ首相は演説を行い、インド
が先進国に追いつくために解決すべき問題について触れました。ニューデリーのレッ
ドフォートでモディ首相は自ら国旗を掲揚し、異例にも防弾シールドなしで65分に
わたるヒンディー語で国民に向かって語りかけたのでした。

モディ首相が描く国家の発展構想は、経済、外交、ガバナンスなど多岐にわたる
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が、その中の3つ目こそが、先に述べた「日本人がインドを敬遠する原因」となって
います。今回はそれらを取り上げてみます。

インド人の72％が衛生設備を利用できない

インドを旅行するほとんどの日本人は、インドの不衛生的な状況を目の当たりにし
ます。とりわけ飲料水と衛生設備については、政府も地域社会も努力しているのです
が、依然として十分ではありません。都市部も農村も衛生設備の普及は進んでいない
のです。

水道と衛生設備への投資額が国際水準からすれば低かったことが、その要因です。
2000年代にようやく増えはじめていますが、地方では財源難のせいで整備は進んで
いません。加えて、インドでは安定的に飲料水を供給できる大都市はなく、問題は単
純ではありません。推定ではインド人の72％がいまだに十分な衛生設備を利用でき
ていないのです。

レベルの低い衛生設備の影響は、甚大です。排便のためにいちいち野外に行く時間
的ロスはバカにできませんし、女子学生や女性の就学・就労の障害にもなっていま
す。特に外国人に不評な観光地の不衛生なトイレは観光収入の機会損失につながって
いることは間違いありません。水道設備がないことは、ペットボトル入り飲料水の購
入や取水用のパイプの敷設、遠方から飲料水を取ってくるといった時間的、金銭的な
損失を生んでいます。

しかし、もっとも懸念されるのは人々の健康への影響でしょう。ナレンドラ・モデ
ィ首相は寺院の前にトイレを設置すると述べています。清潔なインドのイメージを作
るという意思を具体的計画として発表することで道筋を描いて見せたのです。これは
今後数年で実現できる見通しです。

廃棄物管理もできていない

インドでは組織的な廃棄物の管理が行われていません。インド人の「チャルタハ
イ」(いいよ、いいよ）という態度がそれを助長しているようです。インド人は道
路、ビジネス街、観光地、自宅の近くにさえ、あらゆるところでゴミを捨てます。こ
のことはどんなに彼らが公衆観念に無頓着かを示しているといえるでしょう。

どのくらい公衆観念がないかというと、ゴミ箱があっても、ゴミは空っぽのゴミ箱
の周囲に散らばっているのです。それは悪臭をもたらすだけでなく、病気や感染症の
原因ともなります。こんな状態は、おそらく日本人にとっては理解不能であり、イン
ドが敬遠される理由になっているのではないでしょうか。
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地方自治体は廃棄物管理対策では、長らく無能ぶりを発揮していました。ゴミは放
置され、通りは汚れ、外国人に汚いという印象を与えています。これでは、インドに
対するイメージは悪化する一方です。先進国から来た人は、ごみがあふれ、不潔な下
水や悪臭などには慣れていないのですから。

地方自治体には適正な廃棄物管理についての規則があり、効果的な廃棄物管理のた
め、地域社会や集合住宅に対して分別ゴミを行うように周知していますが、効果はな
いようです。通りにはゴミが放置され目を覆うばかりです。地方自治体は適切な場所
にゴミ箱を設置して、随時回収すべきでしょう。また、ごみ箱を使用するように国民
を啓蒙するべきです。

しかし、現在の地方自治体はこの問題に取り組む姿勢がありません。そのため、事
態が改善するにはまだ時間がかかりそうです。家庭ゴミだけでなく産業廃棄物も大き
な問題です。

モディ首相はインドの街をきれいにすることを目指しています。「今、我々はイン
ド人の国民性を真剣に考える時期に来ている」と述べ、衛生面での改善を宣言しまし
た。「スワッチ・バーラト」(クリーン・インディア)は彼の最優先課題の一つといえ
るでしょう。モディ首相はあちこちで国民に「家、村、町をきれいに」するように訴
えています。実際、首相就任の際には、多くの政府のオフィスで、ビルから机までき
れいに清掃されたのです。モディ首相自身も掃除が好きで、彼は官僚たちに大掃除を
行うこと、机を整理すること、不要な書類を廃棄することを命じました。

情報の発信と伝達の問題

インドは準公用語として英語が使われていますが、実際には多言語社会です。都市
部やビジネスでは英語が通用しますが、地方に散らばる多くの観光地では、場所によ
ってはヒンディー語やその土地の言葉しか通じず、外国人はコミュニケーションの問
題に直面します。

適切な標識や案内板がほとんどないことも問題といえるでしょう。パンフレットや
案内書があっても、それはヒンディー語か現地語で書かれているのです。英語版があ
っても、文法上の誤りがいっぱいあり、それが放置されています。インド人は非常に
すばらしい英会話能力があるにも関らず、情報の伝達には問題があるのです。

政府のサービスの多くは自動化されていないため、書類ひとつを申請するのにも手
間がかかります。しかも情報は不明確で、サービスは人々になかなか行き渡らない現
状は、日本人を含め、外国人にとって頭痛の種です。

IT立国を目指すからには、情報をきちんと蓄積し、これを分かりやすく伝達するこ
とは必須といえます。現行の第12次5カ年計画で、観光であれビジネスであれ、情報
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伝達の問題の解決方法を見つけ、次の5カ年計画で十分な予算を割り当ててほしいも
のです。また、地方の関係当局は違う文化圏の人々とのコミュニケーションのとり方
や対応方法について国際水準の実務研修を受けるべきでしょう。これらは実施の道の
りが遠くても、注意を払い続けるべき問題といえます。

モディ首相はITファンであり、ITを使ってガバナンスを改善し、インドをあらゆる
情報が効率的、かつタイムリーに活用できるデジタル国家にする必要性を強調してき
ました。ｅガバナンスについては、「簡単で、効率的で経済的なガバナンスだ」と述
べています。

彼はまた、インドで最もツイッターを使用する政治家です。現政府の中でソーシャ
ルメディアを通じて大衆とコミュニケーションをとり、各部局間の調整を図ることで
彼の右に出るものはいません。彼は閣僚たちに効率的に働くために、ITツールを使い
こなすことを勧めています。新政府は「2019年までにデジタル・インドを実現す
る」という目標を達成するため、50億ルピーの予算をつけているほどです。

こうした数々の目線の高い計画が、確実に実行されるかどうか。それが今後の注目
点といえるでしょう。


